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学校だより１２月号 

日照時間も日に日に短くなり、乾いた空気と冷たい風に本格的な冬の到来を感じる季節とな

りました。子どもたちは、寒さに負けず元気いっぱいにそれぞれの学校生活を楽しんでいます。 

１１月１６日には、緑区小学校児童音楽会が緑公会堂で行われ、本校の３年生が出演しまし

た。いつもとは違ったよそ行きの服装で他校の３．４年生の前でステージに立ち、歌を披露するの

は、とても良い経験になったと思います。子どもたちの「今」しか出せない高く澄んだ歌声がホー

ルいっぱいに響いてとても素晴らしかったです。仲間と共に努力を重ねて創り上げた音楽は、会

場の多くの人の心に届き、演奏後には、大きな拍手をいただきました。 

毎年１２月４日～１０日は、人権週間です。自分も友達も全ての人が一人ひとり違うことを知

り、それぞれのことを大切にすることを考える一週間です。 

「人権」とは、一人ひとりが生まれた時から持っている「自分らしく生きる権利」のことで、子ど

もたちに毎年１２月の朝会で人権についての話をしています。 

「人権を守る」ということは、社会に生きる全ての人たちがお互いの人権を大切にする意識を

高めていかなければ実現できない課題だと思います。人権は、私たち一人ひとりが安心して自

分らしく生活するために欠かせないものですが、世界に目を向けると様々な国や地域で絶えず

紛争が起こり、毎日命の不安を抱えて暮らしている人たちがいます。 

私たちの学校や地域でも安心して自分らしく生活することが出来ていない人が身近にいるか

もしれません。私たちは、物事を判断するときに自分の価値観や考え、自分の得られる限られた

情報で善悪、正誤の判断をしがちですが、自分とは違った価値観や考えを柔軟に受け入れ、よ

り良い方向に互いに歩み寄る力を身につけていくことが幸せな社会の実現のために必要だと

思います。 

多くの子どもたちが集い、共に学び、生活する学校は、多様性を受け入れる寛容さを身につけ

るための大切な学びの場です。子どもたち、教職員、学校に集う全ての人達が、自分らしさを発

揮して生き生きと活躍することが出来る学校づくりにこれからも励んで参ります。 

保護者、地域の皆様、今年も本校の学校教育にご理解とご協力をいただき、ありがとうござ

いました。どうぞ良い年末年始をお迎えください。 

◎創立２０周年記念式（11/2） 

◎２年 ズーラシア遠足（11/15） 

●ＰＩＣＫＵＰ 学校生活の様子 

 曇り空ではありましたが、風もなく広いズーラシアを歩くには

ちょうどよい天気の中、校外学習に行ってきました。はじめに

「レッツスタディ」としてズーラシアのスタッフの方から獣医の仕

事について説明を受けました。国語

の「どうぶつ園のじゅうい」で学習

したことをしっかり覚えていて、ス

タッフの質問にもたくさん答えるこ

とができました。その後、グループ

ごとに見学をしました。自分で決め

た真似をする動物を中心に地図で道を確かめながら協力して活動する

ことができました。 

 ２０周年をお祝いする式を地域・保護者の代表の方々を招いて行

いました。「児童代表の話」や「お世話になっているみなさんへ」

では、ビオトープやみどりの森への思いやこれからの学校に期待す

る思い、日頃から様々な場面でかかわりをもってくださっている地

域や保護者の方々に対しての感謝の気持ちを伝えました。また、開

校当時から現在の

学校生活の様子を

まとめた動画を見

て、さらによい学

校にしようという気持ちになりました。記念品のク

リアファイルやリーフレットも「大切に使おう」と

いう子どもたちの声が聞かれました。 

 緑公会堂に区内５校の中学年児童が集まり、開催されました。３年生は斉唱「エール‼」「お陽さ

まになって」の２曲を発表しました。指揮をよく見て全員の歌声をそろえることや、最後まで正しい

姿勢で歌うことなどに気をつけて、この日に向けて

一か月以上、練習を重ねました。歌詞がなかなか覚

えられず苦労しましたが、練習を行うごとにどちら

の曲もお気に入りのものとなりました。当日は初め

ての公会堂のステージに緊張した表情を見せる児童

も多くいましたが、曲が流れると元気であたたかい

歌声が会場に響きました。音楽を通して学年で「一

体感」を感じられる貴重な機会となりました。 

◎３年 緑区児童音楽会（11/16） 

 「森永エンゼルミュージアムMORIUM（モリウム）」では、お菓

子の製造・包装ラインを見学し、商品が作られる過程や作り手の思

いにふれ、学びを深めました。「東芝未来科学館」では、太陽光発

電や静電気などのエネルギーについて体験を通して学びました。サ

イエンスショーでは液体窒素を使った実験を見学し、科学の不思議

について考えました。お昼を食べた三ッ池公園では、お弁当を囲ん

で会話が弾み、笑顔でお昼を楽しみました。一日を通して、友達と

一緒に活動する楽しさを改めて感じることができました。 

◎３年 森永工場校外学習（11/22） 
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●校内職員研修 

◎ ロイロノートを活用した授業デザイン     講師 ： 小坪 日向子 先生 （４年１組担任） 

◎ セクシャルハラスメント防止            講師 ： 田渕 由紀枝 先生 （養護教諭） 

  今年度も、職員一人ひとりが講師となって、それぞれの
専門分野を生かした校内研修を行っています。 

◎ 授業の進め方のこつ                講師 ： 河野 理恵 先生 （６年２組担任） 

 ３つのこつを学びました。まず、児童のつぶやきを取り入れることについ

てです。児童の何気ないつぶやきを授業に取り入れることで、児童が「学習

しているのは自分だ」という当事者意識をもつことができます。次に、問い

返しについてです。「今まで学習したことの共通点は？」や「その考えはい

つでも使えるの？」と問い返すことで、考えを全体化できることを実感しま

した。最後に、板書についてです。児童の考えを矢印で結ぶことで、考えの

流れを可視化でき、分かりやすくなることを学びました。 

 シンキングツールを活用することで、自分自身の考えを可視化でき、ま

とめやすくなることを学びました。子どもたちにとって、ただ「考えなさ

い」と指示されても、どう考えればよいのか、どうまとめればよいのかな

ど、解決すべき問題は多くあります。どのような種類の思考ツールがある

のか、どのような学習場面で思考ツールが有効活用できるのかを体験して

学びました。その場面に合ったシンキングツールを活用し、充実した学び

になるように努めていきます。 

◎ シンキングツールの活用              講師 ： 磯崎 真裕 先生 （４年２組担任） 

 授業で使用しているロイロノートの機能を深く知り、活用の仕方を考え

る研修でした。シンキングツールを社会の調べ学習で使用し、調べたこと

を整理する場面が提案されました。子どもたちは、「文字にすることは苦

手でもタブレット上ならできる」「書いた文字を移動できるので考えやす

い」などのよさを感じていました。学習内容や子どもたちの実態に応じ、

画面上で操作できるよさ、紙面上で文字に表していくよさのどちらも活か

せるように学習を展開していく大切さを理解する研修となりました。 

 セクハラ防止で大切なことは、自分の基準で発言や行動するのではな

く、相手や周りがどう感じるかが大切であるということを再確認しまし

た。私たち教職員は、児童と接する時間が長く、日々の学校生活の中で、

信頼関係を構築しています。しかし、自分が良かれと思った言動で児童を

傷つけてしまうこともあります。一人ひとりがハラスメントに対する意識

を高め、同僚同士で庇うのではなく、ダメなものはダメと言い合えること

が大切だと実感しました。 

◎ 心が元気であれば…                 講師 ： 木村 順一 先生 （教務主任） 

 学校にいると多くの人と話をする場面があります。その場、その時に応

じて内容は多岐にわたります。自分の心が元気であれば、大抵のことは受

け止められるという仮説の下、自分が元気でいるための物事のとらえ方に

ついての研修でした。人はみな「自分の当たり前カプセル」から世の中を

見ていることや、「自信をもつ」ためのヒント、話をするときの場の作り

方などを、グループワークを通して体験的に学びました。今回学んだこと

を学校内の様々な場面で活かしていきたいと思います。 

１月の主な行事予定 ※予定が変更になる場合もあります。 

・１/９、１０  短縮午前授業（12：15下校）    ・１/１１   給食開始 

・１/２４    緑区授業研究会のため短縮４時間授業（給食後１３：００下校） 

●１２月の行事 
日付 曜日 行事 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 

1 金 個人面談①  （１４：０５下校） 5 5 5 5 5 5 

2 土        

3 日        

4 月 
個人面談②  （1年 １３：１５、２～６年１４：０５下校）     4 5 5 5 5 5 

5 火 
個人面談③  （１４：０５下校）                  

スクールカウンセラー来校 5 5 5 5 5 5 

6 水 市授業研究会のため４時間授業（給食後１３：００下校） 4 4 4 4 4 4 

7 木 個人面談④  （１４：０５下校） 5 5 5 5 5 5 

8 金 なかよしタイム（１・６年） 5 5 6 6 6 6 

9 土        

10 日        

11 月 個人面談⑤  （1年 １３：１５、２～６年１４：０５下校） 4 5 5 5 5 5 

12 火 
集会  なかよしタイム（２・５年）  委員会         

スクールカウンセラー来校 5 5 5 6 6 6 

13 水 こどもの杜遠足（４５組）  PTA一斉パトロール 5 5 5 5 5 5 

14 木 代表委員会  職員研修のため５時間授業 5 5 5 5 5 5 

15 金 おでかけ防災教室（３年）  職員研修のため５時間授業        5 5 5 5 5 5 

16 土        

17 日        

18 月  4 5 5 6 6 6 

19 火 音楽朝会（１・２年）  なかよしタイム（３４年）  クラブ    5 5 5 6 6 6 

20 水 PTA一斉パトロール 5 5 5 5 5 5 

21 木 国会見学（６年） 5 5 6 6 6 6 

22 金 給食終了  大掃除 5 5 6 6 6 6 

23 土        

24 日        

25 月 朝会  （１２：１５下校） 4 4 4 4 4 4 

26 火        

27 水        

28 木        

29 金        

30 土        

31 日        

冬季休業 

１/８まで 学校閉庁期間 

１２/２７～１/５ 

１２/２２の給食について  冬至にちなんで国産ゆず果汁を使用した「ゆずゼリー」を追加します。 


